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『日
本
霊
異
記
』
下
巻
三
十
入
縁
に
お
け
る
狐

の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想

毛

利

美

穂

要

旨
日
本
最
古

の
仏
教
説
話
集
と
さ
れ
る

『日
本
霊
異
記
』
下
巻
三
十
八
縁
に
は
表
相
謳
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
表
相
思
想
と
は
、
ま
ず
前
兆

「表
」
が
あ
ら
わ
れ
、

そ

の
後
、
そ
の
必
然
的
な
結
果

「答
」

が
到
来
す
る
と
い
う
考
え

で
、
当
事
者

の
善
悪
に
か
か
わ
る
倫
理
的
行
為
を
起
因
と
す
る
仏
教

の
因
果
応
報
と
は
異
な
る
考

の

え

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
縁
は
、
特

異
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
当
該
縁
に
は

「狐
鳴
」
「狐
尿
矢
」
と

い
う
現
象
が
記
さ
れ
、
そ
れ
が
景
戒

の

σ

息
子
と
馬
の
死
を
も
た
ら
す
も
の
を
し
て
登
場
す
る
。
こ
の

「狐
」
の
凶
兆
性
と
、
道
教
医
療
思
想
に
よ
る
狐

の
呪
的
要
素
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
景
戒
が
当

該
縁
に
課
し
た
真
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
日
本
霊
異
記

凶
兆

医
療

呪
的
世
界
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は
じ
め
に

『日
本
霊
異
記
』

(以
下
、
『霊
異
記
』
)
は
、
古
代
説
話
を
集
録
し
た
、
わ
が
国
最
古

の
仏
教
説
話
集
と
い
わ
れ
る
。
撰
述
者
は
奈
良

・
薬
師
寺
の
僧
景
戒
で
あ

(1

)

り
、
撰
述
目
的
は
、
善
行
推
進
の
た
め
、
仏
教
的
現
報
善
悪
の
因
果
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
寺
川
真
知
夫
氏
は

『霊
異
記
』
に
つ
い
て

「ま
だ
仏
教
が
浸
透
し
き

っ

(
2
)

て
い
な
い
な
か
で
、
不
信
者
を
相
手
に
仏
教
信
仰
に
導
く
こ
と
を
狙

っ
て
説
か
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

一
方
、

『霊
異
記
』
に
は
仏
教
的
善
悪
以
前

の
表
相
謳
や
霊
威
諌
も
見
ら
れ
る
。
表
相
思
想
と
は
、
ま
ず
前
兆

「表
」
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
必
然
的
な

(
3
)

結
果

「答
」
が
到
来
す
る
と

い
う
考
え

で
、
当
事
者

の
善
悪
に
か
か
わ
る
倫
理
的
行
為
を
起
因
と
す
る
仏
教
の
因
果
応
報
と
は
異
な
る
考
え
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
法
意
識
や
奇
潭
意
識
が
混
在
し
て
い
る

『霊
異
記
』
成
立

の
背
景
に
は
、
知
識
人
と
し
て
の
景
戒
の
存
在
が
大
き

い
。
景
戒
が
、
仏
教
の
知
識
だ

け
で
な
く
、
天
文
や
陰
陽
道

の
見
識
を
持

つ
こ
と
は
、
下
巻
三
十
八
縁
に

「延
暦
六
年
丁
卯
の
秋
九
月
朔
の
四
日
甲
寅
の
日
の
酉
の
時
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
自

ら
の
日
常
に
お
い
て
も
詳
細
な
日
時
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
り
、
こ
の
景
戒
の
陰
陽
道
的
な
見
識
を
ふ
ま
え
た

『霊
異
記
』
読
解
は
す

で
に

試
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
析
は
仏
教
説
話
集
と
い
う
枠
組
み
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
寺
川
氏
も
ま
た
、
た
と
え
神
話
や

氏
族
伝
承
が
語
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
「基
本
的
に
は
仏
教
的
意
図
を
放
棄
し
た
う
え
で
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
」
と
し
、
仏
教
説
話
の
始
祖
と
位
置
付
け
ら
れ

る

『霊
異
記
』

の
存
在
を
改
め
て
示
し

て
お
り
、
表
相
理
念
に
よ

っ
て
説
か
れ
た
下
巻
三
十
八
縁
に

つ
い
て
は
、
仏
教
霊
異
史
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
の
完
結
性
を

「崩
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
が
、
説
話
集
と
し
て
の
性
格
を
豊
か
に
す
る
契
機
を
な
し
た
も

の
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『霊
異
記
』
に
は
上
巻
三
十
五
、
中
巻
四
十
二
、
下
巻
三
十
九

の
計
百
十
六
の
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
下
巻
後
半
に
位
置
付
け
ら
れ
た
三
十
八
縁
に
、
な
ぜ

仏
教
と
異
な
る
話
が
語
ら
れ
た
の
か
、
景
戒
が
当
該
縁
に
課
し
た
役
割
に

つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
景
戒
が
、
自
己
の
夢
や
身
辺
怪
異
を
列
挙
し
た
自
叙
伝
的
な
当
該
縁
に
、
仏
教
的
現
報
善
悪
の
因
果
と
は
異
な
る
内
容
を
収
録
し
た
背
景
に
つ
い
て
、

景
戒

の
息
子
と
馬

の
死
の
前
兆
と
し
て
登
場
し
た

「狐
」
の
検
討
を
通
じ
て
、
特
に
道
教
医
療
思
想
と

の
関
係
を
提
示
す
る
こ
と
で
当
該
縁

の
真
の
意
味
を
明
ら
か

に
す
る
。

(78)



一

『霊
異
記
』

に
お
け
る
狐

下
巻
三
十
八
縁

「災
と
善
と
の
表
相

ま
つ
現
は
れ
て
、
後
に
其

の
災
と
善
と
の
答
を
被
る
縁
」
で
は
、
災
難
と
吉
事
と
の
前
兆
が
ま
ず
現
れ
て
、
後
に
そ
の
災
難

と
吉
事
と
の
結
果
を
受
け
た
話
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
内
容
は
二
部
構
成
で
、
前
半
は
、
孝
謙
天
皇
と
光
明
皇
太
后
の
御
代
に
は
や
っ
た
六
首
の

「童
謡
」
が
表
相

と
な

っ
て
い
る
政
治
的
事
件
を
あ
げ
、
後
半
は
、
景
戒
自
身

の
夢
解
き
と
身
辺
に
起

っ
た
怪
異
の
表
相
を
描
く
。
末
尾
に
は
、
表
相
思
想

の
対
処
法
と
し
て
、
仏
道

修
行
に
専
念
す
る
決
意
と
、
因
果
の
理

へ
の
畏
怖
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な

ら

よ

ご

と

同
じ
天
皇

の
平
城
の
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
延
暦
十
六
年
丁
丑

の
夏
四
五
両
月
の
頃
、
景
戒
が
室
に
、
毎
夜
々
に
狐
鳴
く
。
井
せ
て
景
戒
が
私
に
造
れ
る

く

ご

堂
の
壁
を
、
狐
堀
り
て
内
に
入
り

、
仏
坐
の
上
に
尿
矢
り
械
し
、
或
る
は
昼
屋
戸
に
向
か
ひ
て
鳴
く
。
然
し
て
、
経
る
こ
と
二
百
二
十
余
箇
日
、
十
二
月
十
七

を
の
こ

ン
ジ

ナ
ソ
ム
シ

日
を
以
て
、
景
戒
が
男
死
ぬ
。
又

十
八
年
己
卯
の
十

一
・
十
二
箇
月

の
頃
、
景
戒
が
家
に
狐
鳴
き
、
又
時
々
螺

鳴
く
。
次

に
来
し
十
九
年
庚
辰
の
正
月
十
二

じ
ち

日
、
景
戒
が
馬
死
ぬ
。
又
同
じ
月

二
十
五
日
に
馬
死
ぬ
。
是
を
以
て
当
に
知
る
べ
し
、
災
の
相
先
づ
兼
ね
て
表
は
れ
て
、
後
に
其
の
実

の
災
来
る
こ
と
を
。
然

け
に
ヲ
ニ

た
つ

げ

る
に
景
戒
、
未
だ
軒
韓
黄
帝
の
陰

陽
の
術
を
推
ね
ず
、
未
だ
天
台
智
者

の
甚
深

の
解
を
得
ざ
る
が
故

に
、
災
を
免
る
る
由
を
知
ら
ず
し
て
、
其

の
災
を
受
け
、

た
つ

か
が
ふ

へ

へ

災
を
除
く
術
を
推
ね
ず
し
て
、
滅

び
愁
ふ
る
こ
と
を
蒙
る
。
勤
め
ざ
る
応
か
ら
ず
、
恐
り
ざ
る
可
か
ら
ず
。

(下
巻
三
十
八
縁
)
(傍
線
引
用
者
、
以
下
同
様
)

(79)

 

桓
武
天
皇
の
御
代
延
暦
十
六
年

(七

九
七
)
の
四
～
五
月
頃
に
、
景
戒

の
い
る
僧
房
で
、
毎
晩
狐
が
鳴
い
て
い
た
。
ま
た
、
景
戒
の
郷
里
の
屋
敷
内
に
あ
る
仏
堂

で
は
、
壁
に
狐
が
穴
を
あ
け
て
入
り
込

み
、
仏
壇
に
糞
を
し
て
稜
し
た
。
あ
る
と
き
に
は
、
昼
に
、
住
居
に
向
か

っ
て
鳴

い
て
い
る
。
そ
う
し
て
二
百
二
十
余
日
後

の
十
二
月
十
七
日
に
景
戒

の
息
子
が
死
ん
だ
。
ま
た
、
十
八
年

の
十

一
～
十
二
月
頃
に
、
景
戒
の
家

で
狐
が
鳴
き
、
ま
た
と
き
ど
き
ナ
ッ
ム
シ
が
鳴

い
た
。
翌
十
九

年
正
月
十
二
日
に
景
戒

の
馬
が
死
ん
だ
。
ま
た
、
同
月
二
十
五
日
に
馬
が
死
ん
だ
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
災

い
の
兆
が
ま
え
も

っ
て
現
れ
て
、
そ
の
後
に
結
果
が
来
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
景
戒
は
、
陰
陽
の
術
を
知
ら
ず
、
天
台

の
智
者
大
師
智
顕
の
深
遠
な
仏
法
窮
極
の
奥
理
を
理
解
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
災

い
を
避
け

『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
三
十
八
縁
に
お
け
る
狐

の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想
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る
術
を
知
ら
な
い
で
、
災

い
を
受
け
て
し
ま

っ
た
。
災
い
を
除
く
術
を
知
ら
ず
、
そ
の
凶
兆
の
ま
ま
に
滅
亡
し
、
そ
れ
を
心
配
し
て
い
る
。
そ
れ
を
打
破
す
る
に
は
、

仏
道
を
修
行
し
、
因
果
の
理
を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

息
子
と
、
当
時
は
貴
重
で
あ

っ
た
馬

の
死
は
、
景
戒
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
景
戒
の
息
子
と
馬
の
死
に

つ
い
て
、
中
村
恭
子
氏
は
、
延
暦

十
七
年
に
発
令
さ
れ
た
、
子
を
持

つ
僧

を
還
俗
さ
せ
、
僧
の
生
業
を
中
止
さ
せ
る
と

い
う
仏
教
統
制
に
対
し
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
虚
構
で
は
な
い
か
と

の
見

(4

)

解
を
示
し
て
い
る
。
景
戒
の
自
叙
伝
的
な
内
容
で
あ
る
当
該
縁
後
半
部
を
虚
構
と
と
ら
え
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

『霊
異
記
』
に
お
い
て

「狐
」
が
登
場
す
る
縁
は
五
例
あ
り
、
上
巻

一
例
、
中
巻
二
例
、
下
巻
二
例
で
あ
る
。
上
巻

二
縁

「狐
を
妻
と
し
て
子
を
生
ま
し
む
る
縁
」

は
狐
女
房
謳
で
あ
る
。
美
濃
国
の
男
と
狐

の
問
に
男

の
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
子
が
狐
直
に
な
る
と

い
う
狐
直
の
始
祖
伝
承
で
あ
り
、
狐
は
男
を
誘
う
妖
艶
な
美
女
と

ち
か
ら
く
ら
へ

し
て
登
場
す
る
。
中
巻
で
は
、
狐

の
存
在
に
負

の
要
素
が
加
わ
る
。
中
巻
四
縁

「力
女
、
挽
力
し
試
み
る
縁
」
に
登
場
す
る

「
三
野
狐
」
は
、
狐
直
の
子
孫
で
あ

り
、
力
持
ち
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
悪
さ
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
巻

二
縁
の
狐
女
房
が
、
自
分
に
吠
え
か
か
る
犬
を

「打
ち
殺
せ
」
と
夫
に
頼
む
が
、
こ
の

こ
れ
を
も

き

よ
う
な
怨
み
の
深
さ
は
、
中
巻
四
十
縁

「悪
事
を
好
む
者
、
以
て
現
に
利
鋭
に
諒
ら
れ
、
悪
死
の
報
を
得
る
縁
」
に
見
ら
れ
、
ま
た
、
犬
と
の
仇
敵
関
係
は
、
下
巻

ω

二
縁

「農
伽
の
命
を
殺
し
て
繰
を
結
び
、
狐
、
狗
と
侮
り
て
互
に
怨
を
相
報
ず
る
縁
」
に
記
さ
れ
る
。

侮

『霊
異
記
』

の

「狐
」
は
、
上
巻

の
神

話
的
な
妖
艶
な
美
女
か
ら
、
中
下
巻
の
怨
み
の
深

い
存
在

へ
と
変
化
し
て
い
る
。
下
巻
三
十
八
縁

の
凶
兆
と
し
て
の

「狐
」

は
、
こ
の
中
巻
以
降
の
負
の
要
素
を
引
き
継

い
で
い
る
。

二

狐
の
凶
兆
性

下
巻
三
十
八
縁
の

「狐
鳴
」
「狐
尿
矢
」
と
い
う
現
象
は
、
人
や
馬
牛
の
死
な
ど
の
兆
で
あ
る
と
、
鎌
倉
時
代
初
期
成
立

の

『
二
中
歴
』
第
九
怪
異
歴
に
記
さ
れ

(
5
)

て
い
る
。
『
二
中
歴
』
は
、
平
安
時
代
後
期
に
成
立
し
た

「掌
中
歴
」
と

「懐
中
歴
」
の
内
容
を
あ
わ
せ
て
編
集
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
代
的
に

『霊
異
記
』

の
記
事
を
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
穏
当
で
あ
ろ
う
が
、
「狐
」
の
存
在
に
何
か
の
兆
を
感
じ
る
の
は
、
奈
良
時
代
か
ら
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
縄
文
時
代
に
狐
が
生
息

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
棲
息
地
は
、
主
に
森
林
と
草
原
の
接
す
る
地
域
で
、
丘
陵
地
の
斜
面
な
ど
に
穴
を



掘

っ
て
巣
と
す
る
よ
う

で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
環
境
で
も
適
応
し
、
そ
の
分
布
範
囲
は
広

い
。
『万
葉
集
』
巻
十
六

・
三
八
二
四
番
歌
に

「
さ
し
鍋
に
湯
沸
か
せ

(
6
)

子
ど
も
櫟
津
の
桧
橋
よ
り
来
む
狐
に
浴

む
さ
む
」
と
あ
り
、
人
里
に
も
出
没
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「狐
」
が
知
識
人
に
関
心
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、

『日
本
書
紀
』
を
含
む
六
国
史
で
あ
る
。

瑞
祥
と
し
て
、
「狐
」
は
ま
ず
登
場
す

る
。

『日
本
書
紀
』
に

「狐
」
は
二
例
あ
る
が
、
瑞
の
も
の
と
し
て
は
、
斉
明
紀
三
年

(六
五
七
)
に
石
見
国
に
よ
る

「白

(
7
)

狐
」
報
告
の

一
例
で
あ
る
。
そ
し
て

『続
日
本
紀
』
に
は
十
例
中
、
和
銅
五
年

(七

一
二
)
七
月
十
五
日
の

「玄
狐

(黒
狐
)
」
献
上

(伊
賀
国
)、
霊
亀
元
年

(七

一
五
)
正
月
朔

の

「白
狐
」
献
上

(遠

江
国
)
、
養
老
五
年

(七
二

一
)
正
月
朔

の

「白
狐
」
献
上

(甲
斐
国
)、
天
平
十
二
年

(七
四
〇
)
正
月
朔

の

「白
狐
」
献

(
8
)

上

(飛
騨
国
)

の
四
例
が
瑞

の
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「狐
」
を
兆
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
、
延
喜
治
部
省
式
祥
瑞
条

(以
下
、
延
喜
式
)

(延
長

(9

)

五
年

(九
二
七
)
完
成
奏
上
、
康
保
四
年

(九
六
七
)
施
行
)

の
法
制
上

の
条
文
に
明
記
し
て
い
る
。
延
喜
式
で
は
、
瑞
祥
を
大
瑞

・
上
瑞

・
中
瑞

・
下
瑞
の
四
ラ

ン
ク
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従

来
は
唐
儀
制
令
祥
瑞
条

の
影
響
下
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
唐
礼
部
式
や

『宋
書
』
符
瑞
志
と

の

関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
延
喜
式

の
成
立
時
期
と
し
て
は
、
『続
日
本
紀
』
和
銅
五
年

(七

一
二
)
九
月
己
巳
条
に
、
「
況
復
伊
賀
国
司
阿
直
敬
等
所
献
黒
狐
、
即

D

合
劃
瑚
」
と
、
瑞
祥
物

の
献
上
に
対
し

て

「
上
瑞
」
と
ラ
ン
ク
が
明
記
し
て
あ
る
の
が
ひ
と

つ
の
指
標
と
な
ろ
う
。
延
喜
式
で
は
、
「九
尾
狐
」
「白
狐
」
「玄
狐
」

俗

は
上
瑞
に
、
「赤
狐
」
は
中
瑞
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
瑞

で
あ
る
か
否
か
不
明
の
記
事
も
あ
る
。
延
暦
元
年

(七
八
二
)
四
月
に

「白
狐
」

の
報
告
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
瑞
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
天
平
十
三
年

(七
四

一
)
閏
三
月
に
遺
骸

の
頭

(そ
の
周
り
に
は
毛
尿
等
が
散
ら
ば

っ
て
い
た
)
が
残
さ
れ
て
い
た
例
、
宝
亀
三
年

(七
七
二
)
六
月
に
大

安
寺
講
堂
の
莞
に
樽
る
例
、
同
五
年

(
七
七
四
)
正
月
に
野
狐
が
百
匹
ほ
ど
毎
夜
吠
え
鳴
く
例
、
同
六
年

(七
七
五
)
五
月
に
野
狐
が
大
納
言
藤
原
朝
臣
魚
名

の
朝

座
に
い
た
例
、
同
五
年

(七
七
五
)
八
月
に
野
狐
が
閤
門
に
樽
る
例
が
あ
り
、
七
四

一
年
以
降
は
瑞
と
し
て
の

「狐
」
像
は
な

い
が
、
記
述
が
あ
る
か
ら
に
は
何
か

の
予
兆
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
『続
日
本
紀
』
以
降

の
六
国
史

に
も
十
四
例
の
報
告
が
あ
り
、
何
か
の
予
兆
め
い
た
事
例
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
予
兆
が
吉
凶

の
ど
ち
ら
に

分
類
さ
れ
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
『三
代
実
録
』

の
次

の
三
例
、
貞
観
十
七
年

(八
七
五
)
十
月
九
日

「紫
農
殿
前
版
上
。
狐
遺
尿
」、
同
月
十
九
日

「紫
震
殿
前

版
上
狐
遺
尿
」
、
元
慶
五
年

(八
八

一
)
正
月

「諸
衛
陣
多
惟
異
。
右
近
衛
陣
、
大
将
以
下
将
曹
已
上
座
、
狐
頻
遺
尿
」
は
、
通
常
、
不
吉
な
予
兆
と
し
て
認
識
さ

『日
本
霊
異
記
』
下
巻
三
十
八
縁
に
お
け
る
狐
の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想
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れ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
狐
が
瑞
の
も

の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
七
世
紀
半
ば
か
ら
八
世
紀
中
頃
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
だ
け
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

「白
狐
」
「玄
狐

(黒
狐
)
」
が
瑞
祥

と
し
て
認
識
さ
れ
た
背
景
に
は
、
従
来
、
中
国
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「潜
潭
巴
日
、
白
狐
至
国
民
利
、
不
至
驕
恣
」

(
11
)

(『芸
文
類
聚
』
)
な
ど
と
あ
り
、
中
国
漢

代
頃
成
立
の
緯
書

『春
秋
潜
潭
巴
』

に
は
、
「白
狐
」
は
瑞
祥
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
「狐
五
十
歳
能

(12
)

変
化
為
婦
人
。
百
歳
為
美
女
。
為
神
巫

。
或
為
丈
夫
、
与
女
人
交
接
。
能
知
千
里
外
事
、
善
盤
魅
、
使
人
迷
惑
失
智
。
千
歳
即
与
天
通
為
天
狐
」

(
『玄
中
記
』
)
、

(13
)

「狐
狸
射
狼
皆
寿
八
百
歳
、
満
五
百
歳
則
善
変
為
人
形
」

(『抱
朴
子
』
)
と
、
狐
が
齢
を
重
ね
る
と
妖
術
を
用

い
、
人
間
に
化
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
狐
は
、

特
に
女
性
に
化
け
て
男
を
た
ぶ
ら
か
す

こ
と
が
多
く
、

『宋
高
僧
伝
』
に
は
白
衣

の
美
女
に
化
け
た
狐
が
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
狐
と
は
瑞
獣
と
し
て
の

一
面
と
、

妖
獣
と
し
て
の

一
面
が
あ
り
、
『日
本
書
紀
』

『続
日
本
紀
』
前
半
部
分
に
記
さ
れ
た
の
は
前
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
六
国
史
や

『霊
異
記
』
上
巻
二
縁
に
描
か
れ

る
狐
は
後
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

瑞
獣
と
妖
獣

の
面
を
あ
わ
せ
も

つ
狐

で
あ
る
が
、
漢
籍
に
は
さ
ら
に
凶
兆
を
も
た
ら
す
狐
の
存
在
が
描
か
れ
て
い
る
。
凶
兆
の
場
合
は
、
狐
の
存
在
そ
の
も

の
だ

勿6

け
で
は
な
く
、
そ
の
行
動
も
重
要
で
あ

る
。
『階
書
』
巻
二
十
二

「志
第
十
七
毛
贔
之
肇
」
で
は
、
京
房
の

『易
飛
候
』
を
引
い
て
、
そ
の
兆
を
解
説
し
て
い
る
。

(梁
武
帝
)
中
大
同
中
、
毎
夜
狐
鳴
閾
下
、
数
年
乃
止
。
京
房
易
飛
候
日

「
野
獣
華
鳴
、
邑
中
且
空
虚
」
俄
而
国
乱
、
丹
陽
死
喪
略
壷
。

(
14
)

(『階
書
』
巻
二
十
二
)

毎
夜
狐
が
鳴
き
、
数
年
で
止
む
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
易
で
は
、
国
が
乱
れ
、
人

々
が
死
ぬ
兆
と
み
て
い
る
。

で
き
よ
う
。
狐
が
鳴
く
こ
と
が
、
国
の
乱
れ
や
死
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

陳
禎
明
初
、
狐
入
床
下
、
捕
之
不
獲
。
京
房
易
飛
候
日

「狐
入
君
室
、
室
不
居
。」
未
幾
而
国
滅
。

『霊
異
記
』
下
巻
三
十
八
縁
と

の
類
似
点
が
指
摘

(
『階
書
』
巻
二
十
二
)



こ
れ
も
、
下
巻
三
十
八
縁
と
同
様
で
あ
る
。
床
下
に
狐
が
入
り
込
み
、
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
状
況
を
、
国
が
滅
ぶ
兆
と
み
て
い
る
。

『霊
異
記
』
に
お
け
る
易
に
つ
い
て
は
、
中
巻
二
十
四
縁
に

「相
八
卦
読
」
す
な
わ
ち
易
者
が
登
場
す
る
。
閻
羅
王
の
使

い
の
鬼
を
歓
待
し
た
磐
嶋

の
身
代
わ
り

に
召
さ
れ
た
人
物

で
あ
り
、
当
該
縁
は
民
衆
の
中
に
易
を
生
業
と
す
る
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
易
の
知
識
は
、
欽
明
紀
十
四
年

(五
五
三
)
六
月
に
百
済

か
ら
渡
来
し
た

「易
博
士
」
に
よ

っ
て
広
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
景
戒

の
時
代
に
は
民
衆
レ
ベ
ル
ま
で
広
が

っ
て
お
り
、
彼
自
身
も
易
者
を
登
場
さ
せ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
身
近
な
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『易
経
』
に

「積
善
之
家
必
有
余
慶
、
積
不
善
之
家
必
有
余
致
」
と
あ
り
、
善
を
積
ん
だ
家
に
は
余
慶
が

あ
り
、
そ
う

で
は
な

い
家
に
は
、
先
祖

の
行

っ
た
悪
事

の
報
い
が
災
い
と
な

っ
て
そ
の
子
孫
に
残
る
と

い
う
、

『霊
異
記
』

の
説
く
現
報
善
悪

の
因
果
と
同
様
の
概

念
が
見
え
る
。
ま
た
、
『易
経
』

の

「積
善
」
に
対
し
、

『霊
異
記
』
に
は

「積
功
」
と

い
う
類
似
し
た
語
が
散
見

で
き
る
。
両
書
の
比
較
に

つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る

が
、
先
に
あ
げ
た

『階
書
』
は
、
平
安

時
代
初
期

の
寛
平
三
年

(八
九

一
)
成
立
の
漢
籍
目
録

『日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
載

っ
て
お
り
、
景
戒
が
こ
れ
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、

『霊
異
記
』
の
記
述
か
ら
、
景
戒
に
は
あ
る
程
度
の
易

の
知
識
が
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
上
中
巻

の

「狐
」

は
、
妖
獣
と
し
て
の
存
在
が
そ

の
基
盤
と
な

っ
て
お
り
、
下
巻
三
十
八
縁
に
お
け
る

「狐
」
の
凶
兆
行
動
は
、
易
の
知
識
が

紛

そ
の
基
盤
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

俗

三

道
教
医
療
思
想
に
お
け
る
狐

人
々

(こ
こ
で
は
、
知
識
階
級
)
に
と

っ
て
、
狐
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
狐
の
凶
兆
性
を
読
み
説
く
た
め
、
も

っ
と
深
く
、
狐
を
取
り

巻
く
人
々
の
知
識
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で

『霊
異
記
』

の
狐
像
が
中
国
の
影
響
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
国
に
お
け
る
狐
の
存
在
を
見
て
い
こ
う
。

中
国
に
お
い
て
、
狐
は
皮
膚
病
の
薬

で
あ

っ
た
。
『謹
類
本
草
』
に
は
、
「唐
本
注
云
、
狐
肉
及
腸
作
脛
食
之
。
主
疹
瘡
久
不
差
者
腸
」
と
あ
り
、
狐
の
肉
や
そ
の

(15

)

内
臓
、
特
に
肝
は
薬
効
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
瘡
済
に
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
用
途
は
広
く
、
瘡
疹
だ
け
で
な
く
、
癩
滴
や
風
疾
、
婦
人
病
、
そ
の

他

の
傷
寒
症
の
薬
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
肉
や
肝
を
焼
き
、
灰
に
し
て
服
用
す
る
方
法
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

灰
に
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
日
本

で
編
ま
れ
た

『大
同
類
聚
方
』
(八
〇
八
年
撰
集
)
に
は
、
山
や
生
木
を
焼

い
た
灰

「也
万
阿
古
」
(
一
名

「也
万
波
比
」
)

『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
三
十
八
縁
に
お
け
る
狐

の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想
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(16
)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
階
唐
代

の
中
国
医
書
に
あ
る

「冬
灰
」
の
こ
と

で
あ
り
、
薬
用
と
し
て
は
、
皮
膚
病
治
療
に
用
い
、
そ

の
煎
汁
を
湿
布
し
た
り
す
る
。

『大
同
類
聚
方
』
で
は
、
「久
留
比
也
民

(狂

い
病
。
愚
依
、
乱
心
)」

の
処
方
と
、
「佐
加
豆
賀
利
也
美

(酒
漬
か
り
病
。

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
)
」
の
処
方
で
あ
り
、

適
応
症
は
、
急
に
気
絶
し
て
倒
れ
、
起
き
上
が
る
と
走
り
出
し
た
り
、
大
声
で
わ
め
い
た
り
と
異
常
な
状
態
を
呈
す
る
者
で
あ
る
。
狐
肝
を
灰
に
し
た
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
灰
の
効
能
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

(17

)

ま
た
、
『普
済
方
』
に
は
、
雄
狐
肝

に
よ

っ
て
人
の
頓
死
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
温
水
を
そ
そ
い
で
研
き
、
喉
に
入
れ
る
と
す
ぐ
生
き
か
え
る
ほ
ど

の

効
果
で
あ
り
、
こ
の
用
法
は
、
日
本
に
お
い
て
は

『和
漢
三
才
図
会
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
焼

い
て
灰
に
し
た
狐
の
尿

も
効
果
が
あ
る
。
『謹
類
本
草
』
に

「雄
狐
尿
焼
之
辟
悪
、
在
木
石
上
者
是
」
と
あ
り
、
「辟
悪
」
と
悪
し
き
も
の
を
避
け
る

こ
と
に
も
使
わ
れ
る
。
灰
に
は
焼
か
れ
た
も
の
の
霊
魂
が
宿
る
と
い
わ
れ
、
邪
鬼
を
避
け
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
狐
尿
を
焼
き
灰
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

薬
効
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
呪
術
的
な
要
素
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
薬

い
わ
ゆ
る
本
草
の
知

識
は
、
中
国
か
ら
、
も
し
く
は
新
羅

・
百
済
な
ど
を
経
由
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
『日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
、

欽
明
紀
十
四
年

(五
五
三
)
六
月
に
百
済
よ
り

「暦
本
種
種
薬
物
可
付
送
」
と
知
識
と
薬
物
が
送
ら
れ
、
天
武
紀
四
年

(六
七
五
)
正
月
に
大
学
寮

・
陰
陽
寮

・
外

薬
寮
な
ど
か
ら

「捧
薬
及
珍
異
等
物
進

」
と
薬
物

の
献
上
が
あ
り
、
朱
鳥
元
年

(六
八
六
)
四
月
十
九
日
に
は
新
羅
よ
り

「薬
物
之
類
」
が
献
じ
ら
れ
て
い
る
。
薬

物

の
獲
得
だ
け
で
な
く
、
そ
の
知
識
も
伝
え
ら
れ
、
天
智
紀
十
年

(六
七

一
)
正
月
是
月
に
薬
の
知
識
に
通
じ
た
四
人
に
冠
位
が
授
け
ら
れ
て
い
る
。
『続
日
本
紀
』

に
も
、
薬
や
治
療
の
技
術

へ
の
関
心
は
強
く
、
文
武
四
年

(七
〇
〇
)
三
月
十
日
に
道
照
和
尚

の
さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
る
中
に
、
病
の
治
療
に
用
い

ら
れ
た
霊
験
あ
ら
た
か
な
鍋
の
記
事
が
あ
り
、
和
銅
六
年

(七

=
二
)
五
月
二
日
の
風
土
記
撰
進

(各
地
の
産
物
調
査
)
や
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
同
六
年

(七

=
二
)

五
月
十

一
日
に
お
け
る

「雲
母
」
「水
銀

」
「硫
黄
」
な
ど
の
仙
薬
献
上
、
神
亀
三
年

(七
二
六
)
九
月
十
五
日
の
内
裏

で
の

「玉
棄
」

(仙
薬
で
あ
り
、
瑞
祥
)
発

見
記
事
が
あ
る
。
な
お
、
養
老
元
年

(七

一
七
)
十

一
月
十
七
日
に
は

「符
瑞
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
長
年

の
病
が
平
癒
し
、
老

い
を
養
う
に
も
効
果
的
な

「醗

泉
」

(瑞
祥
)
が
紹
介
さ
れ
、
同
元
年

(七

一
七
)
十
二
月
二
十
二
日
に
は
美
濃
国
よ
り

「酷
泉
」
を
取
り
寄
せ
、
「酷
酒
」
を
作
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瑞

に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
は
よ
く
読
ま
れ
て

い
た
よ
う
で
、
同
七
年

(七
二
三
)
十
月
二
十
三
日
に

「孝
経
援
神
契
」
「熊
氏
瑞
慮
圖
」
な
ど

の
瑞
祥
に
関
す
る
書
物
が

登
場
し
て
い
る
。

(84)



民
衆
に
対
し
て
は
、
文
武
紀
二
年

(
六
九
八
)
三
月
七
日

「給
医
薬
救
之
」
な
ど
、
疫
病
発
生
に
際
し
て
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。
七
三
七
年
ま
で
は
主
に
こ
の

処
置
が
行
わ
れ
、
七
三
七
年
以
降
は
、
七
七
三
年
に

一
度
医
者
が
派
遣
さ
れ
る
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
で
は
、
す
で
に
本
草

の

知
識
を
持

っ
て
お
り
、
狐
は
皮
膚
病
な
ど
身
近
な
病

の
治
療
薬
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
薬
効
の
あ
る
動
物
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

狐
が
瑞
獣
と
し
て

「上
瑞
」
に
認
定

さ
れ
た
背
景
に
は
、
狐
を
瑞
と
す
る
中
国
の
影
響

の
み
な
ら
ず
、
疫
病
に
際
し
て
民
の
救
済
に
用
い
ら
れ
た
薬
と
し
て
の
価

値
、
そ
し
て
そ
の
道
教
医
療
思
想
が
根

幹
に
あ
る
だ
ろ
う
。
七
四
〇
年
以
降
、
狐
は
凶
兆
の
存
在
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
薬
効
よ
り
も
呪
的
な
要
素
が
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

天
平
十
三
年

(七
四

一
)
閏
三
月

の

『続
日
本
紀
』
の
記
事

「難
波
宮
鎭
惟
。
庭
中
有
狐
頭
断
絶
而
無
其
身
。
但
毛
尿
等
散
落
頭
傍
」
に
注
目
し
た

い
。
こ
の
時
、

残
さ
れ
た
狐
の
頭
部
の
み
の
遺
骸

の
周
辺
に
、
毛
尿
等
が
散
ら
ば

っ
て
い
た
。
狐

の
尿
は
薬
で
あ
り
、
「辟
悪
」
に
用

い
ら
れ
、
ま
た
、
狐
尿
を
焼
き
灰
に
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
薬
効
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
呪
術
的
な
要
素
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は

『日
本
書
紀
』
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

い
わ
ゆ
る
天
岩
戸
神
話

に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
る
ア
マ
テ
ラ
ス

へ
の
送
糞
行
為
で
あ
る
。
糞

(尿
)
を
相
手
に
送
る
こ
と
は
、
「白
虎
病
」

の
治
療

方
法
と
し
て

「呪
願
し
、
糞
を
送
る
に
之
を
頭
上
に
堆
し
、
反
顧
す
る
勿
れ
」

(『本
草
拾
遺
』
)
な
ど
が
あ
り
、
呪
術
的
要
素
を
含
ん
だ
医
療
行
為
と
し
て
見
え
る
。

ス
サ
ノ
ヲ
は
こ
の
呪
術
的
要
素
を
逆
に
利
用
し
、
治
療
行
為
と
し
て
は
用
い
ず
、
意
図
的
に
ア
マ
テ
ラ
ス
を
害
す
る
行
為
と
し
て
利
用
し
た
た
め
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス

(18
)

は
体
を
損
な

い
、
天
岩
戸
に
こ
も
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
平
安
初
期

の

『日
本
書
紀
私
記
』

(『釈
日
本
紀
』
所
引
)
で
は
こ
の
ス
サ
ノ
ヲ
の

「糞
」
を
単
な

る

「糞
」
で
は
な
く
、
呪
記
の
た
め
に
特
別
に
仕
掛
け
ら
れ
た

「糞
」
だ
と
解
釈
し
、
糞
を

「送
る
」
と

い
う
言

い
方
に
も
、
単
に
糞
を
そ
の
場
で
排
泄
し
た
と
い

う

の
で
は
な
く
、
呪
物
と
し
て
の
糞
を
あ
る
場
所
か
ら
あ
る
場
所

へ

「送
る
」
と

い
う
言
い
方
に
な

っ
て
い
て
呪
誼
の
方
法
と
し
て
の
意
味
合

い
が
含
ま
れ
て
い
る

(19
)

の
だ
。
な
お
、
こ
の
人
尿
は
、
古
代
日
本
に
お
い
て
は
薬
効
の
あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
『医
心
方
』

(九
八
四
年
撰
集
)
に
は
、
生
死
を
さ
ま
よ

っ
て

(20

)

い
る
者
や
、
食
中
毒

の
処
方
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
『続
日
本
紀
』
当
該
記
事

で
は
、
狐
の
遺
骸

の
周
辺
に
、
呪
物
と
し
て
の
毛
尿
を
散
ら
ば
し
た
も

の
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
薬
材
は
、
処
方
に
よ

っ
て
は
薬
に
も
な
り
、
毒
に
も
な
る
。
狐
に
も
、
薬
効
が
あ
る

一
方

で
、
狐

の
肉
に
は
毒
が
あ
る
と
も
記
さ
れ
る

(『備
急
千
金

(
21
)

要
方
』
)。
ま
た
、
狐

の
名
を
冠
し
た
病
名
も
登
場
す
る
。
「狐
尿
刺
瘡
」
や

「狐
惑
病
」
で
あ
る
。
「狐
尿
刺
瘡
」
と
は
、
虫
に
刺
さ
れ
た
と
き
に
痛
み
が
な
か

っ

(85)

 

『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
三
十
八
縁
に
お
け
る
狐

の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想
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た
に
も
関
わ
ら
ず
、
狐

の
尿
に
触
れ
た
か
の
よ
う
に
赤
く
腫
れ
、
原
因
が
は

っ
き
り
し
な
い
虫
刺
さ
れ
の
こ
と
を
い
い

(『備
急
千
金
要
方
』
な
ど
)
、
「狐
惑
病
」

と
は
、
傷
寒
の
如
く
、
湿
邪
が
浸
淫
し
て
熱
毒
が
欝
し
て
お
こ
り
、
咽
喉
お
よ
び
前
後
陰
の
蝕
燗
を
主
症
と
し
、
病
人
の
精
神
が
悦
惚
と
し
て
狐
に
葱
か
れ
て
い
る

(22
)

よ
う

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
も
の
で

(
『金
置
要
略
』
)、
こ
れ
ら
は
狐
の
尿
に
毒
が
あ
る
こ
と
、
狐
が
人
間
に
葱
く
と
い
う
認
識
が
広
ま

っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
籍

の
知
は
、
『霊
異
記
』
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
丸
山
顕
徳
氏
は

『霊
異
記
』
下
巻
三
十
八
縁
に
つ
い
て
、
「こ
の
景
戒
焼
身
の
夢
説
話
は
、
神

仙
思
想
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な

っ
た
」
「仙
人

の
説
話
を
集
め
た

『列
仙
伝
』

の

「帝
封
子
」

の
話
に
焼
身
の
話
が
あ
り
、
こ
れ
と
類
似
し

て
い
る
」
「黄
帝

の
始
め
た
神
仙

へ
の
期
待
感

に
よ

っ
て
で
き
た
話
で
あ
る
。
こ
の
話
か
ら
景
戒

の
思
想
的
傾
向
が
分
か
る
」
と
、
道
教
思
想
と

の
関
連
を
指
摘
し

(23

)

て
い
る
。
ま
た
、
当
該
縁
と

『捜
神
記
』

の
関
係
に
つ
い
て
矢
作
武
氏
は
、
易
笠
に
す
ぐ
れ
た
淳
干
智

の
、
狐
が
鳴
く
表
相

の
話

(巻
三
第
十

一
話
)
と
、
郭
瑛
が

(
24
)

関
わ
る
、
人

の
持
ち
馬

の
死
と
再
生
の
話

(同
第
十
四
話
)
を
挙
げ
て
い
る
。

本
稿
で
は
さ
ら
に
、
本
草

の
知
識

の
影
響
を
指
摘
し
た
い
。
『霊
異
記
』
と

『捜
神
記
』
、
そ
し
て
道
教
医
療
思
想
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
が
、
『霊

ω

異
記
』
下
巻
三
十
八
縁
は

「延
暦
十
六
年
丁
丑
の
夏
四
五
両
月

の
頃
」
と
あ
り
、
七
九
八
年
頃
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
当
時
、
狐

の
尿
に
対
す
る
薬
効
と
、

6

そ
れ
に
付
随
す
る
呪
的
要
素
は
広
ま

っ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
。
そ
こ
で
、
景
戒
は
、
易
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
本
草
の
知
識
も
ふ
ま
え
て

「狐
鳴
」
「狐
尿
矢
」

と
い
う
現
象
を
凶
兆
と
し
て
描
き
だ
し
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
社
会
状
況
を
背
景
と
し
た
、
呪
的
世
界
の
構
築
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

下
巻
三
十
八
縁
は
、
そ

の
表
相
思
想

か
ら

『霊
異
記
』
の
中
で
は
特
異
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
当
該
縁

の

「狐
」

の
凶
兆
性
を
検
討
し
た
結
果
、

易

の
知
識
と
道
教
医
療
思
想
に
よ
る
狐

の
呪
的
要
素
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

『三
代
実
録
』

の
貞
観
十
七
年

(八
七
五
)
十
月
九
日
、
同
月
十
九
日
、
元
慶
五
年

(八
八

一
)
正
月
の

「狐
遺
尿
」
が
不
吉
な
予
兆
と
し
て
認
識
さ
れ
る
背
景

に
は
、
『霊
異
記
』
当
該
縁
の
よ
う
な
認

識
世
界
の
広
が
り

の
影
響
が
大
き

い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
狐
に
対
す
る
負

の
要
素
は

「狐
葱
き
」
と
い
う
症
状
を
生
み
、



「狐
落
と
し
」
と

い
う
呪
法
を
生
む
。

『相
応
和
尚
伝
』
(十
世
紀
初
期
成
立
か
)
に
は
、
天
安
年
間

(八
五
七
～
八
五
九
)
の
こ
ろ
染
殿
皇
后
が
天
狐
に

つ
か
れ
、

相
応
和
尚

(八
三

一
～
九

一
八
)
が
こ
れ
を
大
威
徳

の
呪
で
加
持
し
、
狐
落
と
し
を
し
た
記
事
が
あ
る
。
九
世
紀
に
は
、
狐
落
と
し
に
特
化
さ
れ
た
呪
法

「六
字
経

け
に
ヲ
ニ

た

つ

げ

法
」
が
密
教
よ
り
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
『霊
異
記
』
当
該
縁
最
後
に
は
、
「未
だ
軒
韓
黄
帝
の
陰
陽
の
術
を
推
ね
ず
、
未
だ
天
台
智
者

の
甚
深
の
解
を
得
ざ
る
が

故
に
」
と
、
陰
陽
思
想
や
天
台
宗
の
教
義
を
示
唆
し
て
い
る
。
日
本
の
天
台
宗
が
、
最
澄
に
よ

っ
て
密
教
導
入
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
当
該
縁
に

お
け
る

「狐
」
像
は
、
こ
の
よ
う
な
時

代
の
状
況
を
反
映
し
た
も

の
と
み
て
よ
い
。

(25

)

丸
山
氏
は
、
『霊
異
記
』
を
呪
禁

の
文
学
と
規
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
当
該
縁
に
お
け
る
仏
教
的
現
報
善
悪

の
因
果
と
は
異
な
る
内
容
を
収
録
し
た
背
景

に
つ
い
て
、
「
狐
」
の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想
と

の
検
討
を
行

っ
た
結
果
、
当
該
縁
は
当
時

の
医
療
文
化

の
世
界

の
広
が
り
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ

の
呪

的
世
界
を
描
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

(26
)

『霊
異
記
』
は
仏
教
説
話
集
と
さ
れ
、
当
該
縁
に
関
し
て
は
、
仏
教
思
想
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
道
教
医
療
思
想
の
影
響
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
該
縁

の
み
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
、
『霊
異
記
』
に
お
け
る
仏
教
的
善
悪
以
前

の
表
相

の

潭
や
霊
威
諌
と

い
ま

い
ち
ど
向
き
合

い
、
「現
報
善
悪
」
の
意
味
の
見
直
し
と
、
仏
教
的
現
報
善
悪

の
因
果
を
説
く
と
い
う

『霊
異
記
』

の
撰
述
目
的
、
さ
ら
に
い

俗

え
ば
、
『霊
異
記
』

の
道
教
性
に
つ
い
て
再
検
討
を
行

い
た
い
。

(
1
)
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注

し
め

あ
ら

『
霊
異

記
』

の
撰

述

目
的

は
、

上

中

下
巻

の
そ
れ

ぞ

れ

に
付

さ
れ

た
序

文

や

蹟
分

に
記

さ

れ

て

い
る

。
上

巻

の
序

文

に

「
善
悪

の
状

を
呈

す

に
匪

ず

は
、

何
を

以

て

か
、

こ
く
し
ふ

た
だ

み
や
う
は
う
き

は
ん
に
や

曲
執
を
直
し
て
是
非
を
定
め
む
。
因
果
の
報
を
示
す
に
あ
ら
ず
は
、
何
に
由
り
て
か
、
悪
心
を
改
め
て
善
道
を
修
め
む
。
昔
漢
地
に
冥
報
記
を
造
り
、
大
唐
国
に
般
若

け

ん

き

う

験
記

を
作

り

き
。
何

ぞ

、
唯

他
国

の
伝

録

に
愼

し

み
て
、
自

土

の
奇

事
を

信

け
恐

り
ざ

ら
む

や
」

(日

本
古

典
文

学
大

系

『日
本

霊

異
記
』
、
岩

波
書

店

、

一
九

六
七
。

引

用

文
、

以

下
同
様

)

と
あ

る

。
な

お

、

『霊

異

記
』

の
成

立

年
代

は
明

確

で

は
な

い
が

、

下
巻

序
文

に
延

暦

六
年

(
七
八

七
)

と

あ
り

、

こ

の
こ

ろ
ま

で

に
は

お
お

よ
そ

の
形

に
ま
と

め
ら

れ
、

そ

の
後

の
増
補

を
経

て
、

弘
仁

十
三
年

(八

二
三
)

頃

に
成

立

し
た

と
推
定

さ

れ

る
。

寺

川
真
知

夫
氏

『
日
本

国
現
報

善
悪

霊
異

記

の
研
究

』
、

和
泉
書

院

、

一
九
九

六
。

原

田
行
造

氏

『日
本

霊
異

記

の
新
研

究
』
、
桜
楓

社

、

一
九
八

四
。

中
村

恭
子

氏

『
日
本

の
仏

教

2

霊

異

の
世
界

・
日
本
霊

異
記
』
、
筑

摩
書

房

、

一
九

六
七

。

前

田
育

徳
会

尊
経

閣

文
庫
編

『
二
中
歴

』
、

八
木

書
店

、

一
九
九

七
。

『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
三
十
八
縁
に
お
け
る
狐

の
凶
兆
性
と
道
教
医
療
思
想
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大
手
前
大
学
論
集

第
10
号

(
2
0
0
9
)

古
典

日
本

文
学

全
集

『萬

葉
集

』
、
筑

摩
圭
旦
房
、

一
九

六

六
。

日
本

古
典

文
学

大
系

『
日
本
書

紀
』
、
岩
波

書
店

、

二
〇

〇
三
。

新

日
本
古

典
文

学
大
系

『続

日

本
紀
』
、
岩

波
書

店
、

一
九

八
九

。

国
史
大

系

『延
喜

式
』
、
吉

川
弘

文
館

、

一
九

五

二
。

『
三
代

実
録
』
、
朝

日
新

聞
社

、

一
九

三
〇

。

『春

秋

潜
潭

巴
』
、

芸
文

印
書

館
、

一
九

七

二
。

『郭

氏
玄

中
記

』
、

芸
文

印
書

館
、

一
九

七

二
。

『抱

朴

子
』
、

台
湾

商
務

印
書

館
、

一
九

七

五
。

『階

書
』
、
中
華

書

局
、

一
九

二
三

。

景

印

文
淵

閣

四
庫
全

書

『
讃
類

本
草

』
、

台
湾

商

務
印

書
館

、

一
九

八

三
。

本
書

は

、
中

国

で

一
世
紀

頃

に
創

刊

さ
れ

た
薬

草
古

典

『神

農
本

草

経
』

を

基
本

と

し
、

の
後
収

録

項
目

を
追

加
し

な
が

ら
十

二
世
紀

頃

ま

で
に
発

刊
さ

れ
た

。

槙

佐
知

子
氏

『大

同
類

聚
方
』
、
平

凡
社

、

一
九

八
五
。

景
印

文

淵
閣

四
庫
全

書

「普
済

方
』
、
台

湾
商

務
印

書
館

、

一
九

八
三
。

拙
稿

「
『
日
本

書
紀

』
神

代
紀

第
七

段

一
書
第

二

に
お
け

る
素

菱
鳴

尊

の

「
送

糞
」
行

為

の
解
釈

を

め
ぐ

っ
て
」
、

『
解
釈
』

第

五

一
巻

三

・
四
号
、

二

〇
〇
五

・
四
。

中
尾

瑞
樹

氏

「
見

る
者
た

ち

の
集

い
」
、

『
古
代

文
学
』

三
九
号

、

二
〇
〇

〇

二

二
。

『医
心

方
』
、
筑
摩

書
房

、

一
九
九

三

。

景

印

文
淵

閣
四
庫

全
書

『備

急
千

金
要

方
』
、
台

湾
商

務
印

書
館

、

一
九

八
三
。

『金
置

要
略
』
、
台

湾
中

華
書

局
、

一
九

六

五
。

丸

山
顕

徳
氏

『
日
本
霊

異
記

説
話

の
研

究
』
、
桜

楓
社

、

一
九
九

二
。

矢

作
武

氏

「
日
本

霊
異

記
と

漢
文

学
l
l

孝

子
伝

を
中

心

に

・
再

考

」
、

『記

紀
と

漢
文

学
』
、
汲
古

書
院

、

一
九
九

三

。

丸

山
氏
前

掲
論

文

。

山

口
敦
史

氏

「
日
本

霊

異
記

と
中

国
仏

教

下
巻

第

三
十

八
縁
を

め

ぐ

っ
て
」
、

『上

代
文
学

』

六
六
号

、

一
九
九

一
・
四

。

そ

..


